
日高の交通安全（平成１９年日高支庁管内交通事故概況）日高の交通安全（平成１９年日高支庁管内交通事故概況）

■ 交通事故の概要

平成１９年の管内の交通事故発生状況は、発生件数・傷者数は前年より減少、死者数は前年より増加となりました。

○発生件数：１７５件で前年より５０件減少し、７年連続の減少、昭和４１年以降で最も少ない記録となりました。

○死 者 数：１２人で前年より２人増加となりました。

○傷 者 数：２５４人で前年より６２人減少し、２年連続の減少、昭和４１年以降で最も少ない記録となりました。

■ 交通死亡事故の主な特徴

○ １月・３月・５月・１１月が多い

１月、３月、５月と１１月が同数の２人（１６．７％）で最も多くなっています。

○ １２～１４時が多い

１２～１４時が４人（３３．３％）で最も多く、次いで２～４時と４～６時が同数の２人（１６．７％）とな

っています。

○ 土曜日が多い

土曜日が３人（２５．０％）で最も多く、次いで月曜日、火曜日、木曜日と金曜日が同数の２人（１６．７％）

となっています。

○ ハンドル操作不適が多い

ハンドル操作不適が５人（４１．７％）で最も多く、次いで通行区分が３人（２５．０％）となっています。

○ ２５歳未満による死亡事故が多い

第一当事者（※１）の年齢層別では、２５歳未満が５人（４１．７％）で最も多く、次いで３０歳代、５０歳代

と６５歳以上が同数の２人（１６．７％）となっています。

○ 正面衝突が多い

正面衝突が６人（５０．０％）で最も多く、次いで車両単独が３人（２５．０％）となっています。

○ 国道が多い

国道が７人（５８．３％）で最も多く、次いで道道が４人（３３．３％）となっています。

○ 非市街地直線が多い

非市街地直線が６人（５０．０％）で最も多く、次いで非市街地カーブが４人（３３．３％）となっています。

○ ６５歳以上が多い

６５歳以上が５人（４１．７％）で最も多く、次いで２５歳未満が４人（３３．３％）となっています。

○ 四輪乗車中が多い

四輪乗車中の死者は９人で、全体の７５．０％を占めています。

■ 用語解説（※１）

第一当事者とは、過失がより重いか、又は過失が同程度の場合にあっては、被害がより小さい方の当事者をいいます。



■ 交通事故発生状況

１ 年別発生状況

管内の交通事故発生状況を年別に見ると、発生件数・傷者数は前年より減少、死者数は前年より増加となりました。

○発生件数：１７５件で前年より５０件減少し、７年連続の減少、昭和４１年以降で最も少ない記録となりました。

○死 者 数：１２人で前年より２人増加となりました。

○傷 者 数：２５４人で前年より６２人減少し、２年連続の減少、昭和４１年以降で最も少ない記録となりました。

区 分 １０年 １１年 １２年 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 増減数

３１２ ３０４ ３４３ ３０５ ２７５ ２７０ ２５２ ２４１ ２２５ １７５ △５０発生件数

２１ １９ １６ １９ １９ ９ １４ １３ １０ １２ ２死 者 数

４３５ ４４９ ５１８ ４２９ ３８０ ４１２ ３４６ ３５０ ３１６ ２５４ △６２傷 者 数

２ 町別発生状況

管内の交通事故発生状況を町別に見ると、浦河町で発生件数・死者数・傷者数ともに前年より減少となりました。

○発生件数：日高町（△２０件 ・平取町（△１０件 ・新ひだか町（△１７件 ・浦河町（△６件 ・様似町（△２件）で前） ） ） ）

年より減少となりました。

○死 者 数：浦河町（△１人 ・えりも町（△１人）で前年より減少となりました。）

また、浦河町・様似町・えりも町では、死者数が０人となりました。

○傷 者 数：日高町（△２８人 ・平取町（△１３人 ・新ひだか町（△２４人 ・浦河町（△１人 ・様似町（△３人）で前） ） ） ）

年より減少となりました。

区 分 日 高 町 平 取 町 新 冠 町 新ひだか町 浦 河 町 様 似 町 えりも町 管 内 計

５１ １１ １７ ５２ ２６ ９ ９ １７５発生件数

８ １ １ ２ ０ ０ ０ １２１９年 死 者 数

７９ １９ ２８ ６９ ３６ １１ １２ ２５４傷 者 数

７１ ２１ １３ ６９ ３２ １１ ８ ２２５発生件数

６ ０ １ １ １ ０ １ １０１８年 死 者 数

１０７ ３２ ２２ ９３ ３７ １４ １１ ３１６傷 者 数

△２０ △１０ ４ △１７ △６ △２ １ △５０発生件数

２ １ ０ １ △１ ０ △１ ２増減数 死 者 数

△２８ △１３ ６ △２４ △１ △３ １ △６２傷 者 数

３ 月別発生状況

管内の交通事故発生状況を月別に見ると、発生件数では１１月が、傷者数では６月が、死者数では１月、３月、５月と

１１月が最も多くなっています。

○発生件数：１１月が２１件（１２．０％）で最も多く、次いで７月が２０件（１１．４％）となっています。

○死 者 数：１月、３月、５月と１１月が同数の２人（１６．７％）で最も多くなっています。

区 分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

１０ １３ １４ １０ １０ １９ ２０ １６ １５ １３ ２１ １４ １７５発生件数

２ １ ２ ０ ２ ０ ０ １ １ １ ２ ０ １２死 者 数

１５ １４ １６ １４ １８ ３４ ２９ １７ ２２ ２２ ３３ ２０ ２５４傷 者 数



４ 時間別発生状況

管内の交通事故発生状況を時間別に見ると、発生件数では１０～１２時が、傷者数では１４～１６時が、死者数では１２

～１４時が最も多くなっています。

○発生件数：１０～１２時が２７件（１５．４％）で最も多く、次いで１２～１４時が２６件（１４．９％ 、１４～１６）

時が２５件（１４．３％）となっています。

○死 者 数：１２～１４時が４人（３３．３％）で最も多く、次いで２～４時と４～６時が同数の２人（１６．７％）とな

っています。

区 分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合計

２時 ４時 ６時 ８時 １０時 １２時 １４時 １６時 １８時 ２０時 ２２時 ２４時

１ ３ ５ １４ １８ ２７ ２６ ２５ ２４ １８ ５ ９ １７５発生件数

１ ２ ２ ０ ０ ０ ４ １ １ ０ ０ １ １２死 者 数

１ ３ ６ １８ １９ ３８ ４０ ５１ ３０ ２３ ７ １８ ２５４傷 者 数

５ 曜日別発生状況

管内の交通事故発生状況を曜日別に見ると、発生件数・傷者数では木曜日が、死者数では土曜日が最も多くなっています。

○発生件数：木曜日が３２件（１８．３％）で最も多く、次いで月曜日が３１件（１７．７％）となっています。

（ ． ） 、 、 、 （ ． ）○死 者 数：土曜日が３人 ２５ ０％ で最も多く 次いで月曜日 火曜日 木曜日と金曜日が同数の２人 １６ ７％

となっています。

区 分 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜 合計

３１ ２４ ２３ ３２ １８ ２２ ２５ １７５発生件数

２ ２ ０ ２ ２ ３ １ １２死 者 数

４７ ２９ ２７ ４９ ３０ ２８ ４４ ２５４傷 者 数

６ 第一当事者の法令違反別発生状況

管内の交通事故発生状況を第一当事者の法令違反別に見ると、発生件数・傷者数では前方不注意が、死者数ではハンドル

操作不適が最も多くなっています。

（ ． ） 、 （ ． ） 。○発生件数：前方不注意が５１件 ２９ １％ で最も多く 次いで前左右不確認が２３件 １３ １％ となっています

○死 者 数：ハンドル操作不適が５人（４１．７％）で最も多く、次いで通行区分が３人（２５．０％）となっています。

区 分 酒酔い 通行区分 歩行者 最高速度 信号無視 一 時

妨 害 不停止

０ ９ ３ １ ７ ４発生件数

０ ３ ０ １ ０ ０死 者 数

０ １９ ４ ０ １０ １１傷 者 数

安 全 運 転 義 務 違 反 その他 合 計

区 分 前 方 動 静 前左右 ハンドル ブレーキ 安全速度 後 方 その他 小 計 の違反

不注意 不注視 不確認 操 作 操 作 不確認 ・不明

５１ １９ ２３ １２ １１ ６ １１ ４ １３７ １４ １７５発生件数

２ ０ １ ５ ０ ０ ０ ０ ８ ０ １２死 者 数

７１ ２８ ２６ １９ １４ ８ １３ ７ １８６ ２４ ２５４傷 者 数



７ 第一当事者の年齢層別発生状況

管内の交通事故発生状況を第一当事者の年齢層別に見ると、発生件数・死者数・傷者数ともに２５歳未満が最も多くなっ

ています。

○発生件数：２５歳未満が３９件（２２．３％）で最も多く、次いで６５歳以上が３２件（１８．３％）となっています。

○死 者 数：２５歳未満が５人（４１．７％）で最も多く、次いで３０歳代、５０歳代と６５歳以上が同数の２人

（１６．７％）となっています。

ド ラ イ バ ー その他 合計

区 分 ２５歳 ２５～ ３０歳 ４０歳 ５０歳 ６０～ ６５歳 小計

未満 ２９歳 代 代 代 ６４歳 以上

３９ １３ ３１ ２７ ２３ ９ ３２ １７４ １ １７５発生件数

５ ０ ２ １ ２ ０ ２ １２ ０ １２死 者 数

５８ ２０ ４０ ４３ ２９ １３ ５０ ２５３ １ ２５４傷 者 数

８ 事故類型別発生状況

管内の交通事故発生状況を事故類型別に見ると、発生件数・傷者数では追突が、死者数では正面衝突が最も多くなってい

ます。

○発生件数：追突が６３件（３６．０％）で最も多く、次いで正面衝突が２３件（１３．１％）となっています。

○死 者 数：正面衝突が６人（５０．０％）で最も多く、次いで車両単独が３人（２５．０％）となっています。

区 分 人対車両 自転車 車 両 相 互 車両単独 合 計

対車両 正面衝突 追 突 出会い頭 右折時 その他

１４ １１ ２３ ６３ １９ １１ １６ １８ １７５発生件数

２ ０ ６ １ ０ ０ ０ ３ １２死 者 数

１５ １１ ４４ ９４ ３４ １２ ２５ １９ ２５４傷 者 数

９ 道路別発生状況

管内の交通事故発生状況を道路別に見ると、発生件数・死者数・傷者数ともに国道が最も多くなっています。

○発生件数：国道が１０７件（６１．１％）で最も多く、次いで町道が４６件（２６．３％ 、道道が１６件（９．１％））

となっています。

○死 者 数：国道が７人（５８．３％）で最も多く、次いで道道が４人（３３．３％）となっています。

区 分 国 道 道 道 町 道 その他 合 計

１０７ １６ ４６ ６ １７５発生件数

７ ４ １ ０ １２死 者 数

１６８ ２２ ５６ ８ ２５４傷 者 数



10 地形別発生状況

管内の交通事故発生状況を地形別に見ると、発生件数・傷者数では市街地交差点が、死者数では非市街地直線が最も多

くなっています。

○発生件数：市街地交差点が７５件（４２．９％）で最も多く、次いで市街地直線と非市街地直線が同数の３０件

（１７．１％）となっています。

○死 者 数：非市街地直線が６人（５０．０％）で最も多く、次いで非市街地カーブが４人（３３．３％）となってい

ます。

区 分 市 街 地 非 市 街 地 合 計

交差点 トンネル カーブ 直 線 交差点 トンネル カーブ 直 線

７５ ０ ７ ３０ １１ ２ ２０ ３０ １７５発生件数

１ ０ ０ １ ０ ０ ４ ６ １２死 者 数

１０２ ０ １０ ３５ １５ ７ ４４ ４１ ２５４傷 者 数

11 年齢層別状態別死者数

管内の交通事故死者数を年齢層別状態別に見ると、６５歳以上が５人（４１．７％）で最も多く、次いで２５歳未満が

４人（３３．３％）となっています。

また、四輪乗車中の死者は９人で、全体の７５．０％を占めています。

区 分 ２５歳 ２５～ ３０歳 ４０歳 ５０歳 ６０～ ６５歳 合計

未満 ２９歳 代 代 代 ６４歳 以上

４ ０ ２ ０ １ ０ ２ ９四輪乗車中

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １二輪乗車中

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０特殊車乗車中

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０自転車乗車中

０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２歩 行 中

４ ０ ２ ０ １ ０ ５ １２合 計


